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2 ia- 2 山丹服・蝦夷錦の構成について（１）
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【目的】｢ アイヌ民族服飾の復元･ 保存および文化 に関する研究｣を目的として､ 衣 服形態･ 寸

法･ 縫製について継続的に実測 調査を行つてきた｡ 本研究では北海道開拓記念館所蔵資料の

中から山丹服･ 蝦夷錦I3 点について衣服形態を分類し考察結果を報告するo

【方法 】 調査資料は､ 補服1､ 龍紋服5､ 蛎栴5､ 襖子2 の計I3 点である｡ 各資料の前･後身頃、

スリツトの有無､ 前身頃の打ち合わせ形態及び袖､ 襟の各部位の構成 特徴を記録した上で衣服

形態を分類し考察する。

【結果 】 衣服の構成は､ 身 頃､ 袖､ 襟の各部分から成り、直線及ぴ曲線裁ちでほぽ平面的に

構成されている｡身 丈は､ 対丈の衣服IO 点､ 短衣3 点であるo 仕立て方は､ 袷仕立てIO 点､ 単仕

立て3 点であるo 身頃にはｽ ｼﾞﾂﾄ あきがあるが､ｽﾘﾂﾄ のない衣服(3 点)もあるo 服種によつて前

身頃の形態は左右対称と左右 不対称の2 種類に分れるo 袖の形態は､ 筒袖が多く8点､ 馬 蹄袖

3点､ 広 袖2 点であるo 襟は､ 襟無しと襟付きとがある｡ 身頃の打ち合わせの違いによつて右托で

襟無しの場合は｢ 曲襟｣ 前中心あきで襟無しは｢丸襟｣ の呼称を使 用したo 襟付きには平襟(きも

の襟風)と立襟(詰襟) があり､また右托で後襟のついたﾊｲﾈﾂｸ 風の資料もあるo 以上山丹服･

蝦夷錦I3 点 の形態調査から構成 特徴 上5 グル ―プに分類しまと

2  la-3 越 中 八 尾 お わ ら 風 の 盆 に み る 衣 裳
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＜目的＞越中八尾は、富山平野から飛騨の山脈にかかる街道に発達した町である。この地

で行われる「越中おわら」は、古い伝統を持ち、元禄1  5 年（1702 年）頃から、二百十日

の台風を避ける神事として、毎年唄・音曲に合わせて町内を総出で踊り回っだのが始まり

とされている。現在もこうした伝統行事が引き継がれ、八尾町の中心部i  1 町が各町ごと

に異なる衣裳をまとって行われる。本研究では、こうした伝統行事で着用される衣裳に着

目し調査を行った。

＜方法＞八尾町（・福島・上新町・下新町・東町・酉町・東新町・酉新町・諏訪町・鏡町・

今町・天満町）に在住の男女を対象に1998 年11 月にアンケート調査を実施。調査内容は

浴衣の柄や色・法被・帯・早乙女の衣裳についてである。

＜結果＞各町内ごとに工夫を凝らした演技が披露される競演会での衣裳を男女別に考察し

た。男性の衣裳は黒地の法被と黒の股引（八尾ではまたひきという）姿で、農作業衣を形

どっている。そのため素材は木綿のイメージが強いが、実際には羽二重（絹100 ％）を使

用していることがわかった。理由として柔らかい線を出すためと古くから養蚕が盛んであ

ったことなどが考えられる。衿には町内名、背中心に町内の紋が入り腰回りには市松模様

や桔梗、楓の模様が施され上下ひと揃いで約20 万円は超す額になることがわかった。女

性の衣裳は1  1 町がそれぞれ独自の浴衣を持っている。衣裳の模様構成で最も多かったの

は、「おわら風の盆」の歌詞が袖や腰あたりに染め抜かれているもので、地色はピンクや

薄紫など明るい色が多かった。浴衣が町独自のものがあるのに対して帯については、喪服

の帯を使用しているのが特徴である。家庭に常備されていた黒の帯を締めたと考えられる。
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